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令和5年度の出水概要

令和 ５年 １２月 ２５日

太田川水防災タイムライン検討会



１）太田川水防災タイムラインの概要
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タイムラインを取り組む背景 国土交通省

 災害が激甚化し、これまでに経験したことのないような被害が発生
 首長も防災担当者も多くは初めての経験であり、災害への想像力を持つことが
難しい。

 大規模災害への対応は、用意周到な備えと臨機応変の対応が必要。

タイムラインの有効活用により、先を見越した対応や関係機関の円滑な
連携を実現し、逃げ遅れゼロ・社会経済被害の最小化を目指す



 水防法改正（H29.5公布、H29.6施行）により、県管理河川でも「減災対策協議会
」の設置が制度化。減災対策協議会ではタイムライン等を作成し、各構成員の防災
計画に位置付けが必要。

改正水防法によるタイムラインの位置付け 国土交通省

避難指示等発令
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太田川水防災タイムラインで目指すもの 国土交通省
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【適切な防災行動】
・防災関係機関の責任の明確化

→先を見越した早めの行動が可能となる
→不測の事態の対応に専念できる

・防災行動の抜け、漏れ、落ちの防止
→防災行動のチェックリストとして活用

【防災関係機関との関係構築】

・防災関係機関同士で顔の見える関係を構
築

【災害対応の検証・改善】
・災害対応のふりかえり、改善の容易な実施

逃げ遅れ【立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れ孤立した状態】
をゼロとすることが可能

社会経済被害【大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開でき
る状態】を最小にすることが可能

太田川水防災タイムラインの担うべき役割 ●人的被害の回避
• 早期の避難指示等の発令、安全な避難場所への誘導、地
下空間からの早期脱出等、水害・土砂災害による人的被
害の回避が可能

●要配慮者の支援
• 関係機関が連携することにより、要配慮者の安全な場所へ
の移送や養護、発災後のケアーが可能

●情報伝達体制の強化
• マスコミ等と連携することにより、様々なメディアで避難情
報等を伝達することが可能

●ライフラインの早期復旧
• 電気、ガス、水道、通信等の施設を保全することにより、ラ
イフライン機能の早期復旧が可能

●交通網の途絶の回避
• 運行停止や通行止めの判断、利用者の避難誘導、車両施
設の保全等を行うことにより、人的被害、致命的な交通網
の途絶を回避することが可能

逃げ遅れゼロ・社会経済被害の最小化

• タイムラインは、災害が発生することを前提として災害対応に従事する関係者が、「いつ」、
「誰が」、「何をするか」を時間軸に沿って整理し、関係者間で予め合意して文書化したもの

タイムラインの定義
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太田川における多機関連携型タイムライン 国土交通省

逃げ遅れゼロ
社会経済被害の最小化

＜太田川の特徴＞ ・上・中流域には渓谷沿いに集落が点在
・百万都市 広島を貫流する大河川 ・下流域には人口が集積したデルタ域

国土交通省
広島市

安芸太田町

広島県

マスコミ

相互に連携して行動計画を作成

洪水と内水・高潮・土砂災害に対して脆弱な地域特性をもつ

多機関連携型タイムラインの策定

目指す目標・連携イメージ

公共交通機関
市民団体等

従来の「避難勧告に着目
したタイムライン」から裾
野を広げ、多方面で連携

各機関の災害対応の円滑化
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国土交通省マルチハザード対応タイムライン

洪水

高潮

内水 土砂災害

太田川水防災タイムライン

マルチハザード
対応

• 太田川水防災タイムラインは、『マルチハザード対応』として検討。
• 洪水と内水、高潮ならびに土砂災害を対象に、現状の各機関の防災行動計画を作成。
• 平成30年度に広島市と安芸太田町で、「試行版」が完成し、以降、運用を継続。



• 太田川水防災タイムラインにおいては、「1．準備」、「2．警戒」、「3．早期
避難」、「4．避難」、「5．応急対応」の5段階のステージを設定。

• 各段階（ステージ）に移行するためのトリガーは、次のとおり設定。

ステージ
（目標）

避難情報の発令
トリガー

洪水・内水 高潮 土砂災害

ステージ０
（平時）

ステージ１
（準備）

○太田川流域が台風の３日予報円に入る
○梅雨期間
○太田川の出水期（6/11～10/25）

ステージ２
（警戒）

○洪水警報の発表 ○高潮注意報の発表 ○大雨警報（土砂災害）の発
表

ステージ３
（早期避難）

○高齢者等避難 ○避難判断水位到達 ○高潮警報の発表
予測潮位 TP2.9m未満

○土砂災害危険度情報（3時間
前）の発表

ステージ４
（避難）

○避難指示 ○氾濫危険水位到達
○温井ダム異常洪水時防災操作
移行3時間前通知

○高潮警報の発表
予測潮位 TP2.9m以上

○土砂災害警戒情報の発表

ステージ５
（応急対応）

○緊急安全確保 ○危険水位到達
○氾濫発生
○温井ダム異常洪水時防災操作
移行1時間前通知

○高潮特別警報の発表
○高潮氾濫発生

○大雨特別警報の発表
○土砂災害発生

【広島市版】

7

タイムラインのステージとトリガー 国土交通省
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タイムラインのステージとトリガー 国土交通省

ステージ
（目標）

避難情報の発令
トリガー

洪水・内水 土砂災害

ステージ０
（平時）

ステージ１
（準備）

○太田川流域が台風の３日予報円に入る
○梅雨期間
○太田川の出水期（6/11～10/25）

ステージ２
（警戒）

○洪水注意報の発表 ○大雨注意報の発表

ステージ３
（早期避難）

○高齢者等避難 ○避難判断水位到達 ○土砂災害危険度情報（2時間前）
の発表

ステージ４
（避難）

○避難指示 ○氾濫危険水位到達
○温井ダム異常洪水時防災操作移行3
時間前通知
○中電ダム放流通知

○土砂災害警戒情報の発表

ステージ５
（応急対応）

○緊急安全確保 ○危険水位到達
○氾濫発生
○温井ダム異常洪水時防災操作移行1
時間前通知

○大雨特別警報の発表
○土砂災害発生

【安芸太田町版】
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太田川水防災タイムラインの見方 国土交通省

ステージ毎の「目標」、「時間の目
安」、「情報・状況」を整理

対応するハザードを明示

「いつ」

「誰が」

担当機関の行動項目は
◎：行動の主体 〇：支援

行動項目は階層別に記載

担当機関を明示

「何を」

・各機関の行動項目のチェックリストとして活用し、各機関が連携してい

る行動項目を共有する。

※各機関における行動項目の具体的な内容については、各機関の各種マ

ニュアル等に基づき対応する。

対象災害 対象ハザード

共通 洪水、内水、高潮、土砂災害
洪水 洪水
洪・内 洪水、内水
洪・高 洪水、高潮
高潮 高潮
土砂 土砂災害

対象災害の凡例
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タイムラインステージ移行の考え方 国土交通省

トータルステージ及びハザード毎のステージの実施例
トータルステージの設定は、ハザード毎のステージが異なる場合において最も危険なステージを適用し

、詳細表の対象項目欄「共通」に対応する行動項目を実施する。

洪水・内水：ステージ2
高潮 ：ステージ2
土砂災害 ：ステージ4

トータルステージ：ステージ4

■詳細表 対象災害（ハザード）毎の実施するステージ
・「共通」はステージ4の項目を実施
・「洪水･内水」はステージ2の項目を実施
・「高潮」はステージ2の項目を実施
・「土砂災害」はステージ4の項目を実施

⇐ 最も危険なステージ

ハザード毎ステージ



・タイムラインが運用された場合は、実施した行動を記録。（様式は任意）
・出水期後、運用のふりかえり等で各機関の行動を共有するとともに、タイムラインの改善点等について議論。
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タイムラインの運用について 国土交通省

１．タイムラインの立ち上げ

2．タイムラインステージの移行

3．関係機関の防災行動の共有について

台風等の発生を確認後、広島地方気象台、太田川
河川事務所、広島県、広島市、安芸太田町で、電
話やWEB会議でＴＬの立ち上げついて協議。

ＴＬの立ち上げについて、市町あるいは事務局から
、メーリングリストにて関係機関へ連絡。
タイムラインの運用を開始。

検討会構成員
広島地方気象台
太田川河川事務所

広島県
広島市
安芸太田町

メーリングリスト タイムラインの防災
行動を実施

気象情報や河川水位が各ステージのトリガーになった場合、ステージの移行をメーリングリストにて関係機関
へ連絡。

事務局
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タイムライン解説動画の作成 国土交通省

テーマ 主な活用場面 内容

①導入編

• 検討会後の各自の
学習時に、タイムラ
インの概要や目的
を確認する場面

• 新任担当者への引
継ぎの場面

1.タイムラインの概要・目的

2.タイムラインが想定する
被害

3.タイムラインの見方

②活用編

• 出水期前やタイムラ
インステージ移行時
に、タイムラインの
具体の運用方法を
再確認する場面

• 新任担当者への引
継ぎの場面

1. タイムラインの運用方法

2. タイムラインの運用上の
留意点

3. タイムライン運用上の
活用例

• 担当者の異動時の引継ぎや、タイムラインに関する繰り返し学習が可能なツールと
して、 『タイムライン解説動画』を作成



２） 令和５年度の出水概要
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太田川タイムラインの運用状況 国土交通省

• 令和5年度は、計8回タイムラインを運用し、7月5～10日の前線による大雨の
際に、広島市でトータルステージ4（洪水・内水2/高潮2/土砂4）、安芸太田
町でトータルステージ4（洪水・内水2/土砂4）となった。

No 期間 出水要因 広島市 安芸太田町 備考

1 4/29～
4/30

前線 土砂2 土砂2

2 5/6～5/7 低気圧 高潮2

3 5/7～5/8 前線 土砂2 土砂2

4 6/1～6/2 前線 土砂2

5 6/6～6/7 低気圧 洪水・内水1
土砂1
高潮2

6 6/30～7/2 前線 洪水・内水2
土砂4
高潮2

洪水・内水1
土砂2

広島市南区に、土
砂災害警戒情報が
発表

7 7/5～7/10 前線 洪水・内水2
土砂4
高潮1

洪水・内水2
土砂4

広島市南区に、土
砂災害警戒情報が
発表、安芸太田町
に大雨警報が発表

8 8/9～8/10 前線 土砂2
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令和５年7月5日～10日の出水概要（気象概況） 国土交通省

• 7月7日から10日までの大雨では、梅雨前線が山陰沖に停滞し、暖かく湿った空気が
中国地方に流れ込む状態が長く続いたため、断続的に激しい⾬が降った。

令和5年7月7日9時の衛星画像と天気図
出典：合同記者会見の開催について～７月８日から７月１０日頃にかけての大雨について～
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令和５年7月5日～10日の出水概要（降雨概況） 国土交通省

• 太田川流域では、8日午後から雨が降り始め、9日午前中にかけて激しい雨となった。
各観測所では時間10mmを越える雨を観測し、太田川流域の飯室、根谷川流域の大林
観測所では時間55mmの非常に激しい雨を観測した。

等降水量線図（7/7～10） 出典：梅雨前線による７月８日から７月１０日にかけての大雨 高水速報
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令和５年7月5日～10日の出水概要（洪水危険度の状況：直轄）
• 各河川の水位が上昇し、9日15時00分に太田川の飯室観測所、9日15時10分に三篠川
の中深川観測において氾濫注意水位に達し、洪水予報（氾濫注意情報）を発表した。

出典：梅雨前線による７月８日から７月１０日にかけての大雨 高水速報

時間水位図（7/8～10）
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NO. 予備種目 発表日時分
1 太田川上流氾濫注意情報

（太田川洪水予報第１号） 7月9日 15時10分

2 三篠川氾濫注意情報
（三篠川洪水予報第１号） 7月9日 15時30分

3 三篠川氾濫注意情報解除
（三篠川洪水予報第２号） 7月9日 16時10分

4 太田川上流氾濫注意情報解除
（太田川洪水予報第2号） 7月9日 19時20分

洪水予報内容一覧



令和５年7月5日～10日の出水概要（洪水危険度の状況：中小河川）

• 各河川の水位が上昇し、洪水災害の危険度が上昇し、一部の中小河川で警戒レベル3
相当の危険度となった。

• また、三篠川の白木観測所において氾濫危険水位に達した。

白木水位観測所（三篠川）の水位と
向原雨量観測所の雨量（7/8～7/10）
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キキクル洪水災害の
危険度（7/9 13時）

向原雨量観測所

白木水位観測所

1時間で0.3ｍ

水位上昇

9日12時の時間雨量45ｍｍが、3時間程度継続した場合、
氾濫危険水位を大きく上回る可能性があり、
浸水被害が発生することも想定される。

時間雨量45ｍｍを超える激しい雨

向原雨量観測所

白木水位観測所

氾濫危険水位到達 14：20 広島市安佐北区

避難指示発令14：50※

※14：05氾濫警戒情報発表後、高齢者等避難発令の準備中に、14：20に
氾濫危険水位への到達が判明したため、避難指示を発令
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令和５年7月5日～10日の出水概要（土砂災害の危険度）

• 大雨によって、土砂災害の危険度が上昇し、広島市安佐北区や安芸太田町で警戒レベ
ル4相当の危険度となった。

• また、7月8日深夜から9日にかけて土砂災害警戒情報が発表され、広島市南区・安佐
北区・佐伯区、安芸太田町では避難情報が発令された。

キキクル土砂災害の危険度（7/9 13時 ）

7/8 23:27：避難指示発令（広島市南区）
7/8 23:30：土砂災害警戒情報発表（広島市南区）
7/9 09:50：高齢者等避難発令（安芸太田町）
7/9 12:20：土砂災害警戒情報発表

（広島市佐伯区、安芸太田町）
7/9 12:23：避難指示発令（広島市佐伯区）
7/9 12:30：土砂災害警戒情報発表（広島市安佐北区)

7/9 12:35：避難指示発令（広島市安佐北区）
7/9 12:36：避難指示発令（安芸太田町）
7/9 11:10：高齢者避難発令（広島市安佐南区）
7/9 12:29：避難指示発令（広島市安佐南区）
7/9 12:50：土砂災害警戒情報発表（広島市安佐南区)

7/10 15:00：土砂災害警戒情報解除
（広島市南区、広島市安佐北区、

広島市佐伯区、安芸太田町）

土砂災害警戒情報・避難情報の発表状況

【広島市避難情報に関する補足】
いずれも、区内のいずれかの小学校区で最初に発令した発令種別と時刻を記載。なお、
安佐南区11：10発令の高齢者等避難については、令和３年豪雨被災地域につき基準を
下げて運用している地区へ発令したもの。
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令和５年7月5日～10日の出水概要（浸水害の危険度）
• 大雨によって、浸水害の危険度が上昇し、広島市安佐北区で警戒レベル3相当の危険
度となった。

キキクル浸水害の危険度（7/9 13時）
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